
19 

令和 5年度 おれんじハウス 事業計画（案） 

 

基本方針 ・ご入居者様が、地域において自立した日常生活を営むことができるよう、

その方の状況や生活環境に合わせたサービスの提供に努めます。 

・ご入居者様の意思および人権を尊重し、「自分らしさ」を大切にした支援を

行います。 

・地域との結びつきを大切にし、ご入居者様の生活を支える人たちとの連携

に努めます。 

・常に職員の資質向上を図り、質の高いサービスを提供します。 

重点項目 ・定員満床(15名)を視野に、稼働率 93%以上(14名以上)を目指す。 

・地域との連携に努め、地域全体でご入居者様を支える体制を構築する。 

・事業所運営に必要な事項について、法令遵守に努める。 

・職員の定着化を図る為、職場環境整備・職員支援体制(チームワーク形成)

自己啓発支援(資格取得・内部研修・外部研修)などを実現する。 

・新型コロナウイルス感染症対策に留意し、日々、ご入居者様と職員の健康

管理及び感染予防を行うとともに、発生時の対応を明確化する。 

 

稼働目標 

（利用見込） 

年間利用見込（延べ人数） 

15名×365 日×87.22%＝4,775 名 

稼働目標 

年間稼働目標 157／180 名（目標／定員） 87.22％ 

4 月 11／15名 73.3％ 10月 13／15名 86.6％ 

5 月 12／15名 80.0％ 11月 13／15名 86.6％ 

6 月 12／15名 80.0％ 12月 14／15名 93.3％ 

7 月 12／15名 80.0％ 1 月 14／15名 93.3％ 

8 月 13／15名 86.6％ 2 月 15／15名 100.0％ 

9 月 13／15名 86.6％ 3 月 15／15名 100.0％ 
 

予算 ・定員 15 名を定着させるため、行政および相談支援事業所(計画相談)との

連携により早急な対応や新規入居者の獲得、緊急性で入居が必要と思われる

方に対しての情報共有を行いながら、令和5年度末には満床を目標とする。 

事業内容 障がい者のある方への生活支援 

障がいのある方が日常生活や社会生活上の支援を受けながら共同で生活を送

る事業。 

障がい者総合支援法が定める障がい者福祉サービスのひとつで、障がいがあ

っても自立した暮らしを目指せるようなサービスを提供する。 
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・実施日：365 日 

・対象者：主に知的障がい・精神障がい 

サービス内容 

（支援内容） 

・共同生活を営むべき住居における相談の他、食事、お風呂、トイレ介護、

通院同行などの援助。 

・調理や洗濯、買い物同行、掃除など家事の援助。 

・利用者の就労先または日中活動サービス等との連絡調整や余暇活動の社会

生活上の援助や助言。 

管理体制 

（組織図） 

おれんじハウス 

              

 

年間行事 4 月 ・食事レク(誕生日会含む) 

5 月 ・食事レク(誕生日会含む) 

6 月  

7 月 ・食事レク(誕生日会含む)   七夕 

8 月 ・食事レク(誕生日会含む) 

9 月 ・防災訓練 

10月 ・食事レク(誕生日会含む) 

11月  

12月 ・クリスマス会(誕生日会含む) 

1 月 ・おせち料理、初詣 

2 月 ・食事レク(誕生日会含む) 

3 月 ・ひな祭り(誕生日会含む)   避難訓練 

  

その他 ・定期的に職員会議を開催し、職員間の連携や入居者様の支援課題について

話し合い、より良い支援の構図を図っていく。 
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